
 

  地方創生に関する特別委員会会議記録（概要） 

 平成２９年１１月２７日（月） 

  開  会（午後１時３０分） 

  

 【議  事】 

 （１）地方創生の視点に立った所沢市の資源について 

中村委員長 産業経済部、市民部、教育総務部の順に、地方創生に資する資源につい

ての概要説明をお願いします。その後、まとめて質疑を行います。 

 

 【概要説明】 

村松産業経済

部長 

今回の事件は、地方創生の視点に立った所沢市の資源についてというこ

とです。産業経済部では、所沢市産業振興ビジョンの策定をしているとこ

ろで、本市の特徴や今後の可能性、さまざまな資源を活かしながら、本市

を活力ある、魅力あふれるまちとするための考え方、方向性、施策等を示

しております。したがって、所沢市産業振興ビジョンそのものが今回の委

員会のテーマと深く関わりがありますので、ビジョンの概要と、ＣＯＯＬ 

ＪＡＰＡＮ ＦＯＲＥＳＴ構想に関連する施策等について、産業振興課長

から、農業や商業、観光の施策を挙げながら説明をさせていただきます。

これは、所沢市産業振興ビジョンが農業、商業といった分野ごとの構成に

なっていないことから、そのように説明させていただきたいと思います。
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なお、産業振興ビジョンの作成に当たりましては、議会の付帯決議を踏ま

え、達成項目や数値目標を明示し、産業振興を進めるにあたっての組織体

制等についても盛り込んだものとなっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

青木産業振興

課長 

お手元の、所沢市産業振興ビジョン（案）について概要を説明させて

いただきます。所沢市は少子高齢化や人口減少が進み始めており、財政

的にも厳しさが増す中、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡの進出や所沢駅周辺

の開発等、所沢市を取り巻く状況は現在大きく変わりつつあります。こ

うした状況の中で、この産業振興ビジョンは、今後も行政サービスを維

持し、本市の魅力を高めていくために、こうした市内の新たな動きを活

かしながら、産業の活性化を一層推進していかなければならないという

考え方から、産業振興ビジョンを策定したものです。特に課題の整理に

当たりましては、縦割りで行うのではなく、農業、商業、工業、観光の

横断的な視点で、横串を刺すイメージで、広範な連携を重視して策定を

進めました。 

この産業振興ビジョンの位置づけは、第５次所沢市総合計画の目標の

実現に向けた産業振興施策の個別計画であり、第６次所沢市総合計画に

も反映させていくものです。産業振興ビジョンの計画期間は平成３０年

度から平成３９年度までの１０年間です。 

産業振興ビジョンの策定経過ですが、平成２８年８月から平成２９年
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１１月まで、学識経験者や産業団体、公募市民からなる所沢市産業振興

ビジョン策定委員会で、合計７回の会議を開くとともに、担い手の意見

を聴くため、各業界団体との懇談会やヒアリングを始め、事業者アンケ

ートを実施し、農業、商業、工業の事業者それぞれの現状の把握を行い、

課題の整理を行ってまいりました。 

次に産業振興ビジョンの基本理念ですが、３章に産業振興に向けた基

本的な考え方を示しており、「活力ある産業と豊かなくらしの融合で ま

ちの魅力を飛躍させる ところざわ」を基本理念と位置づけております。

これは、都心近郊の交通利便性と豊かなみどりが調和したベッドタウン

として発展してきた所沢市が、今後も住み続けたくなる都市として発展

していくために、また自然とも共生して持続的に発展していくために、

これまでの「生活する」という視点に加え、市民の豊かな生活を産業が

支えるという視点を重視しました。また、そういった意味だけでなく、

産業を活性化することにより、人もまちもより一層魅力的なものとして

いくという意味が込められています。 

次に、４章の産業振興ビジョンの実現に向けてということで、それぞ

れのビジョン推進に向けた各主体の役割が記載してあります。特にその

中で、地域経済の主役は市内の事業者となります。各事業者が積極的、

発展的に事業を継続することが地域経済の活性化につながると考えてお

ります。 

また、今後も農業、商業、工業、観光など産業界の方々と施策や事業
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の進捗に関する情報を共有するとともに、連携して取り組みを推進し、

また、意見等を聞くため、各産業界の代表者等からなる「（仮称）所沢

市産業振興会議」を新たに設けることとしています。さらに、庁内に「産

業振興ビジョン推進チーム」を置き、総合的な体制で産業振興ビジョン

を推進していくと位置づけております。 

次に、施策体系図ですが、基本理念を実現するための４つの基本方針

を設けています。このビジョンでは、先ほども触れましたが、縦割りで

はなく横断的に考えて施策を立てております。また、それぞれの基本方

針ごとに施策を整理し、前期５年間に優先的に取り組む「先導プロジェ

クト」を示すとともに、アクションプランを掲げており、各施策の具体

的取組として、期間や取り組み主体を明示して位置づけています。 

次に、具体的な基本方針ごとに説明をさせていただきます。基本方針

１「発展的なイノベーションの創出」についてですが、新たな事業者や

事業展開を創出していくことを大きな方針としております。産業用地の

創出等による企業の立地や、起業家などの発掘や育成、同業種・異業種

連携による新たな製品やサービスの創出など、新たな産業の流入・創出

といった産業活動全般の発展による革新、すなわちイノベーションの創

出を図るということを第一方針として掲げております。 

具体的には、新たな産業用地等の創出を掲げ、土地利用の見直し等に

よる産業基盤の整備促進や、まちなかの未利用のスペースの活用をして

いきたいと考えております。次に、企業誘致の推進を掲げており、所沢
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市の交通利便性を活かした産業誘致をしていこうと考えております。ま

た、先導プロジェクトＡ「産業基盤の強化プロジェクト」として、ここ

にはそれぞれ基本方針１の実現に向けた取り組みや、目標指標を位置づ

けております。また、３つの重点事業を掲げており、これは前期５年間

の見通しを立てております。さらに、アクションプランも明示しており

ます。 

次に、基本方針２「既存産業の活性化と新たな展開」ですが、実際に

事業を営んでいる方たちの産業の底上げをしていこうという方針です。

既存産業の底上げについては、これまでは浅く広くいろいろな企業を支

援する施策が一般的でしたが、ある程度地域の中核的な、地域を牽引し

ていくような事業者を支援していくことも大切な取り組みですので、重

点的に支援していく考え方を盛り込んでいます。 

基本方針２では、地域を牽引する事業者等への支援、商工業者等の経

営基盤の強化、農業の生産基盤・経営基盤の強化の、３つの施策の柱を

位置づけました。また、それぞれ先導プロジェクトＢ「競争力・成長力

ＵＰプロジェクト」を掲げており、３つの重点事業、それぞれの取り組

み等を明記しております。 

次に、基本方針３「観光を軸とした新たな魅力とにぎわいの創出」と

いうことで、所沢の魅力を磨き、積極的に発信し、それを活用すること

で産業の発展につなげていこうという方針です。観光という、裾野の広

い、相互関連性の高い産業を軸として捉え、施策を展開することによっ
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て、商工業、農業の持つ魅力やポテンシャルをより発揮していくもので、

ビジョンの特徴である横断的な視点や広範な連携を特に具体化した部分

でもあります。 

施策の柱３－１にぎわい拠点の創出・活性化について、特にここでは

ところざわサクラタウンの整備によって、また主要施策３－１－３では

狭山丘陵の魅力の発掘・向上ということで、所沢市のいろいろな大きな

魅力のある拠点を整備しながら、ネットワークを形成し、にぎわいの拠

点をさらにつなげていく、あるいは主要施策３－２－１のにぎわい拠点

間の回遊性の向上について、例えばところざわサクラタウンを訪れたお

客様を狭山丘陵に回遊させるといった流れを作っていく、また所沢市だ

けではなく近隣の狭山丘陵を取り巻く市町村との広域的な観光を推進し

たり、また外国人観光客も増えると予想されるので、そういったインバ

ウンドも進めていくことを明記しております。また、農業では、狭山茶

ブランド、または日本農業遺産に認定された「武蔵野の落ち葉堆肥農法」

といったものも積極的にＰＲしブランド化することにより、大勢の方に

所沢市に来ていただくことを位置づけております。また食を通じた新た

な魅力の創出、また農のあるまちづくりの推進についてですが、体験農

場や農作物の収穫体験等を通して、魅力のある農業を進めていく中で、

所沢の魅力を発信していきたいと考えております。また、観光客誘致の

強化として、商工会議所や観光協会等と一緒に、所沢の資源や文化遺産

を広くプロモーション活動していこうということを明記しております。 
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先導プロジェクトＣ「『所沢ブランド』の向上プロジェクト」では、

ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＦＯＲＥＳＴ構想の推進や、狭山丘陵の魅力の

活用を掲げておりますが、旧コンポストセンター跡地の利活用といった

ものも、重点事業として掲げております。 

基本方針４は「次代の地域産業を担う人づくりとつながりづくり」と

いうことで、地域産業の担い手や雇用を確保していこうという方針です。

いずれの産業も近年、担い手確保が課題だと事業者からも言われており、

生産年齢人口の減少が進んでいる中で、こうした現状への対策というこ

とで、市民意識調査でも雇用の分野では要望が高く出されており、雇用

の確保や労働環境の改善をビジョンの中でも位置づけていこうというこ

と掲げております。 

主に、将来の産業を担う人材の確保と育成ということで、例えば農業

でも新規就農支援といった事業を行ったり、商工会議所とさまざまなセ

ミナーを開いたりして、事業承継も取り組んでいきます。また、雇用の

確保という面では、ところざわサクラタウンでも大きな雇用が生まれて

いくことが予想されます。そういったことで、労働環境の改善や勤労者

の福祉の向上等に関しても取り組んでいきたいということを掲げており

ます。 

先導プロジェクトＤ「次代の産業人材確保プロジェクト」では、３つ

の重点事業を掲げております。 

以上、４つの基本方針に基づき、それぞれの先導プロジェクト、また、
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重点事業を掲げ、数値目標を示しております。また、推進体制につきま

しては、先ほどご説明した通りで、昨年６月議会で総務経済常任委員会

からいただきました付帯決議に沿ったものです。 

産業振興ビジョンの説明は以上ですが、ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＦＯＲ

ＥＳＴ構想と関連する施策につきまして、説明をさせていただきます。

既に株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡと市でＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＦＯＲＥ

ＳＴ構想として共同の事業を進めているわけですが、株式会社ＫＡＤＯ

ＫＡＷＡから示されている建設事業費は約４００億円ということで、地

元企業の参加・活用策として工事費全体の２５％以上を発注する計画で

進められております。現在、建設工事に当たり、事務用品や弁当、クリ

ーニング、清掃、燃料、宿泊などにつきましては、１００％地元企業の

活用を推進しており、所沢商工会議所と連携して事業を進めております。

また、平成３２年の施設完成後も、施設のビルメンテナンスや警備、宅

配業務、植栽管理なども地元企業の活用が見込まれており、地元経済に

大きな波及効果が期待されています。 

また、ところざわサクラタウンにおける想定従業員数につきましては、

当初、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡから９００名と示されていましたが、

角川ロックミュージアムやオフィス、ホテル、フードコートなどを含め

ますとそれ以上の雇用の創出が期待されます。 

今回の所沢市産業振興ビジョンに関して、ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ Ｆ

ＯＲＥＳＴ構想に関連した施策でございますが、特に市としては、株式
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会社ＫＡＤＯＫＡＷＡが所沢市に来ることにより、関連の企業をぜひ誘

致したい、例えばアニメーション、映像、音楽や情報通信産業など、都

市型産業の企業を積極的に誘致していきたいと考えています。また株式

会社ＫＡＤＯＫＡＷＡでも、ベンチャー企業を育成していきたいという

提案をいただいておりますので、我々としてもそういった創業やベンチ

ャー企業を支援していきたいと考えております。また、にぎわい拠点の

創出・活性化についてお話しましたが、大きなインパクトのあるところ

ざわサクラタウンです。大勢のお客様がいらっしゃるということで、市

としても観光拠点として、旧コンポストセンターの跡地利活用を進めて

いくことを考えております。所沢市にいらっしゃったお客様を、市内全

域に回遊していくようなシステムをこれから考えて、狭山丘陵のほう

や、所沢駅周辺にもお客様に訪れていただけるようなことをこれから進

めていきたいと考えております。また、広域連携の観光や、観光客の受

入環境の充実、特に外国人観光客への対応も大きな課題となっておりま

すので、事業を進めてまいりたいと考えております。さらに、地域産品

のブランド化ということで、現在こちらでも所沢ブランド品創出支援事

業を今年度から始めておりますが、認定された商品をところざわサクラ

タウンで販路として提供していく計画を進めております。また、地産地

消の推進も、旧コンポストセンターにおけるマルシェなどでも進めてま

いりたいと考えており、雇用の確保や労働環境の改善といったことに

も、ぜひ株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡで新たな雇用を生み出していく中
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で、改善も進めてまいりたいと考えております。 

以上、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡの進出が所沢市の関連産業をこれか

ら増やしていく一種の起爆剤になり、所沢市を大きく発展させる絶好の

チャンスだと考えております。しっかりと産業振興ビジョンに位置づ

け、これらの事業を推進してまいりたいと考えております。株式会社Ｋ

ＡＤＯＫＡＷＡには、地元に大きく貢献していただきたいと考えており

ますので、市としては今後もそういったことを働きかけていきたいと考

えております。 

 

鈴木市民部長  概要について、文化芸術振興課長から説明をさせていただきます。 

 

吉田文化芸術

振興課長 

それでは、市民部所管の「所沢市のまちの魅力を高める文化資源」につ

いて、説明させていただきます。 

都心から急行で３０分程度のアクセスの良さと緑豊かな自然環境は、数

ある首都圏近郊の地方自治体にあって、所沢市の持つ大きなアドバンテー

ジではありますが、文化という分野に関しては、逆の見方をすると都内に

行けば何でも見られる・聴けるという、地方創生に反する東京一極集中型

傾向の温床の地にもなりかねません。従いまして、ロケーションの良さに

甘んじることなく、これに所沢市ならではの文化戦略を講じる必要があり

ます。その目標は、市民には文化の魅力で「いつまでもこの街に住み続け

たい」という気持ちの創出であり、市外から訪れる方には「また行きたい、
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いつか住んでみたい」と思わせる所沢市の魅力をいかに伝え、感じてもら

えるかにあります。いずれも本市の持つ現在ある文化資源をどのように活

用するか、あるいは見落としている資源をどのように発掘するかが鍵とな

ります。過日開催した「空飛ぶ音楽祭」はこうした試みの一つでした。 

本日は、空飛ぶ音楽祭の当日に配布したリーフレットをお配りしており

ます。表紙には、「音楽＋αでゆったりとした心地よい休日を過ごしませ

んか」と、コピー風に入れさせていただきました。中を開いていただくと、

航空記念公園内のエリアが記載されており、Ａｚｏｎｅ、Ｂｚｏｎｅ、Ｃ

ｚｏｎｅとあります。音楽のあるまちづくりの一環で行った行事ですが、

中にはキッチンカーで飲食をしたり、航空発祥記念館で映画の上映をした

り、ミューズで飛行機キットを親子で制作したりといった多様なジャンル

をコラボレーションして実施し、２日間で１０万人の入場をいただくこと

ができました。航空記念公園という広大なステージをバックに「音楽」を

メーンに据えながら飲んだり食べたり寝転んだり、自由気ままに過ごせる

空間を提示して、一日ゆっくり過ごせる、所沢の新しい魅力の創出に貢献

できたかと感じています。 

個々の演奏やパフォーマンス、映画上映やフードエリア等を素地としな

がら、都心の喧騒から離れ目や耳を開放すること、スピード重視のせわし

ない時間軸を忘れてゆったりと過ごすこと、そして、各自思い思いの思索

にふけり、人それぞれに心地よさを追求すること、こうした受け手側の精

神の開放を可能にするのが本市のアドバンテージの目指す高みであり、有
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形無形の文化資源と同等の、もしくはそれ以上の、見えない文化価値だと

考えます。それは「ものの時代」から「精神の時代」へ、今改めて求めら

れている日本人の美意識にもつながるものと捉えています。 

今後、将来に向けて本市の文化芸術を語る上では、既存の文化資源だけ

ではなく、こうした精神の開放、心の開放を保障するキーワードを付加し

て、アピールしていく必要があると考えます。地方創生の観点からは、首

都圏近郊に位置する各自治体に先駆けて、市外、特に都心に向けてそうし

た内容を発信していく必要があります。 

現在策定している「所沢市文化芸術振興ビジョン」では、将来に向けた

文化的なポテンシャルを挙げていますので、具体的にいくつかご紹介しま

す。有形・無形の文化資源については、教育委員会のご説明に詳しいかと

思いますが、それとは別に文化の殿堂ミューズや航空記念公園の「野外彫

刻展」に端を発し、現在２年に１回開催している現代アート展「引込線」

を推進していただいているアート系の人脈、そして、民間の方が行ってお

ります学生映画祭の隆盛、「空飛ぶ音楽祭」を牽引してくれた市内在住の

レジェンドアーティストの存在等が挙げられます。 

緑豊かなロケーションを活かした動きとしては、最近では航空記念公園

や狭山丘陵以外に、ひまわり畑やくぬぎ山の雑木林等を会場にしたコンサ

ート等、文化芸術振興ビジョンにおいて「野外文化」と称しましたイベン

トが広がりつつあります。 

このほか、市内にはムラマツフルート等の世界有数のブランドメーカー
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や、三ヶ島の株式会社ＯＮ－ＡＲＴ等のクリエイティブな企業があり、ま

た教育機関については日本大学芸術学部や芸術総合高校があります。市民

文化に目を向けますと、結成４０年以上の文化団体が存在し、年末恒例の

「所沢で第九を」など、市民参加を伴いながら継続しているイベントもあ

ります。所沢市文化団体連合会には現在１９団体が加盟しており、年間２

０以上の催しを開催しています。 

文化芸術振興ビジョンでは、１０年、２０年先の本市の文化芸術のあり

方を描いていますが、一方で東京２０２０オリンピック・パラリンピック

やＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＦＯＲＥＳＴ構想など、直近の新たな地域振興

を目前に、それに連動した「文化プログラム」の企画は欠かせないものと

考えます。空飛ぶ音楽祭につきましても、「ｂｅｙｏｎｄ２０２０」の認

定をいただきました。ただ、ミューズが同時期に大改修に入りますので、

ミューズ以外の施設、例えば航空記念公園の野外ステージなどの有効活用

を模索するとともに、リニューアルオープン後にはさらに魅力的な文化施

策が図れるよう鋭意努力していきます。また、音楽のあるまちづくりの成

果を踏まえながら、今後新たにアート系のまちづくり等も構想したいと考

えているところです。 

 

美甘教育総務

部長 

教育総務部からは、市内の文化財、文化財のスポットについて、文化財

保護担当参事より説明を申し上げます。よろしくお願いします。 
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木村文化財保

護担当参事 

所沢市の文化資源ということで、文化財や文化遺産の分野について、ご

説明します。資料はＡ４判４枚とマップを事前に配らせていただきまし

た。 

資料のうち１ページ目、２ページ目は文化資源と考えられる「市内の文

化財・文化遺産スポット」について一覧表にしました。３ページ目は、そ

れらのＰＲの取り組みと写真、４ページ目は生涯学習推進センターふるさ

と研究が担当している三ケ島まちづくりセンター内にある三ヶ島葭子資

料室の事業についての紹介です。 

まず市内の文化財・文化資源スポットについては、地域ごとのスポット

という考え方と、一覧表の最後に掲載した横断的なテーマという観点から

見る２つの見方に分けられると考えられます。地域ごとのスポットについ

ては、ピックアップして説明をさせていただきます。 

まず、東のほうからですが、柳瀬地区には、現在、県指定史跡の「滝の

城跡」という史跡があります。こちらは、平成２３年度から整備に向けた

発掘調査を行い、本年度は第６次調査を実施しているところです。７次調

査までを予定し、その後は調査報告をもとに整備計画を策定し整備を進め

ていく予定です。もう一つ柳瀬地区には、国の重要文化財であります「黄

林閣」という電力王松永安左ヱ門が別荘にした建物があります。これは東

久留米から移築した江戸時代の農家の建物ですが、東京国立博物館が現

在、管理をしていまして、隔年でアートイベントの会場にもなっています。 
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次に所沢地区ですが、所沢地区は江戸時代に宿継ぎ場として発達し、明

治・大正時代には織物の集散地としても知られたことから織物の町とし

ても知られていますし、また、飛行場近くにあったことから飛行場の町と

して町が発展してきました。物流の拠点、交通の要衝であるがゆえの旧家

や史跡、飛行場に隣接しているゆえのさまざまな文化遺産がある地区で

す。 

次に山口地区です。ここも古代中世からの歴史があり、椿峰遺跡や膳棚

遺跡などの大規模な遺跡が発掘されたことで知られるように古代の歴史

とともに、古い寺社も多く、武蔵武士や鎌倉街道、新田義貞に係る史跡が

あるほか、近世や近代においても所沢絣の生産や山口貯水池等の建設等見

るべきものがあり、文化財や文化遺産が多くあります。特に山口観音や狭

山不動尊には指定文化財が集中しており、山口観音は７件、狭山不動尊は

２件で、狭山不動尊の１件は国の重要文化財となっております。こういっ

た文化財の資源がポイントになっております。 

これら地域ごとの文化財・文化遺産スポットのほかに地域を横断する

ようなテーマ・スポットというべきものがあります。一つは、飛行場とい

うことで、所沢地区、松井地区にまたがるテーマです。ほかには、所沢、

新所沢、小手指、吾妻、富岡地区にまたがる「鎌倉街道と新田義貞伝承地」、

三ケ島、山口、小手指、吾妻、松井、柳瀬地区にまたがる「古代遺跡」、

所沢、小手指、吾妻、三ケ島地区にまたがる「重松流祭囃子」も文化財と

してのテーマになるかと思います。 
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こうした文化資源をどのようにＰＲしているかですが、文化財やふるさ

と研究等については、総合計画の市民文化にも位置づけられており、また

教育振興基本計画や教育行政推進施策においても、郷土の伝統文化の継承

という形でそれぞれの取り組みを位置づけ、活用に向けた取り組みを行っ

ているところです。現在、国、県、市の指定文化財は９８点ありますが、

多くの場合個人の所有ですので、なかなか始終見られるものではありませ

ん。文化遺産マップやクリアファイルなどの印刷物やホームページ等を活

用して周知するとともに、機会を設けて限定的に公開しているのが現状で

す。また、埋蔵文化財調査センター、中富・柳瀬・山口民俗資料館、生涯

学習推進センターふるさと研究、三ヶ島葭子資料室といった関連施設での

展示や講座などの事業において、公開・活用を図っています。埋蔵文化財

調査センターでは夏に「埋文まつり」を開催しており、生涯学習推進セン

ターも同じく夏に「星空フェスティバル」を開催しております。三ヶ島葭

子資料室は三ケ島まちづくりセンター内にありますが、月１回のボランテ

ィア解説のほか、文学散歩等も企画しています。 

このほか、所沢市内の文化遺産は、貴重なものが多くあるため、近隣の

市立・町立の博物館はもとより、県内外の博物館で、展示される機会も多

いため、そうした情報を市民の皆様にもご案内するようにしています。 

なお、最近では、松井、小手指、山口地区などのまちづくり協議会で地

域の文化遺産を取り上げまちづくりに生かそうとする動きがあります。松

井地区では、地域独自で文化遺産認定制度を設けています。小手指地区で
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は地域の文化遺産を解説したパンフレットを全戸配布しており、山口でも

広報紙に文化遺産を毎回紹介しています。こうした取り組みに教育委員会

として情報提供等を行っています。以上です。 

 

 【質  疑】 

浅野委員  サクラタウンはオリンピックまでにできるという話であったが、市民か

らは、まだ工事が始まらないということを聞く。予定どおりできるのか。 

 聞き逃してしまったが、地元に発注するものを確認したい。 

雇用に関しては、所沢市民を優先するということはあるのか。西武も来

年所沢駅ビルにテナントが１００ぐらいできたり、モールもできるという

ことで市民の雇用が増えると思うが、産業経済部として雇用に関し、企業

に対し要望なり、産業振興会議の中に西武やＫＡＤＯＫＡＷＡが入ったり

して、そういった話ができるのか。 

 

青木産業振興

課長 

サクラタウンの工事のスケジュールに関しては、現在は更地になって造

成をしているところで、年明けに起工式が行われると聞いております。２

０２０年、平成３２年の春には施設が完成予定、その後開業準備をして、

夏ごろ開業すると聞いております。 

建設事業費の２５％以上を地元企業に発注するという説明を先ほどい

たしましたが、建設工事以外の事務用品や弁当、クリーニング、清掃、燃

料、建設従事者の宿泊などにつきましては、１００％地元所沢を活用して
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いくということでお話を伺っています。 

当初のＫＡＤＯＫＡＷＡからの提案では、地元市民を優先的に雇用して

いくとのお話を伺っていますが、所沢だけで人が集められるかどうかとな

ると、ＪＲの沿線で募集していくことも聞いております。 

産業振興会議の構成については、まだ決めておりませんので、これから

となります。 

 

島田委員  回遊できる仕組みという話の中で、産業経済部で考えている部分と教育

委員会のほうで考えている文化遺産の関係とはリンクしていけるような

感じもするが、現在はどのような形で横断的な取り組みが進んでいるの

か。 

 

柳田商業観光

課長 

文化財保護課が考えている文化遺産を観光資源としてつなぎあわせて

いく。それも回遊性を広げる一つの手立てだと思っております。最近で言

いますと、山口観音の３３年に一回の御開帳がありまして、その取り組み

につきましても、文化財保護課だけの取り組みではなく、所沢市観光協会

のお手伝いもいただいたりしながら、連携して取り組みを進めているとこ

ろです。この地域資源、観光資源という部分につきましては、産業振興ビ

ジョンの中では、これが資源、という決まりをつけているわけではありま

せんで、さまざまな、文化的なものですとか施設的なことですとか、また

これから新たに生み出されるものも含めて観光資源というふうに考えて
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おりますので、そうした意味では、文化芸術振興ビジョンのほうにも、市

民が誇りと思えるようなこと全てが地域資源、との考え方は産業振興ビジ

ョンと一緒ですので、文化財保護課の文化的資源と文化芸術振興課の進め

られる資源というのも、時期とか場所とかを組み合わせながら回遊性を高

められればというふうに考えています。 

 

島田委員 観光資源とか産業の創出という意味においては、産業経済部が中心とな

って教育委員会などともやっていくというイメージでよいか。 

 

柳田商業観光

課長 

今のところはケースバイケースという形になっています。何でもかんで

もみんな観光というふうになってしまうこともありますし、市民、市外の

方も注目することがどういったものなのかというところがメーンといい

ますか、主体となってくると考えています。 

 

島田委員 回遊していく中で、ふれあいウォークなどもやられていると思うが、歩

く方は、駅から目的地に行く道程がなかなかわかりづらかったり、逆に回

って帰ってきたときに、所沢の物品を買って帰りたいなとか、少し休みた

いな、みたいなところがないというような感じがあって、市の催し物をや

っているときは良いが、自発的にお客さんが集まってきた時にそういうも

のがあったほうが良いのかなと。その意味で、西武鉄道などとはそういう

話、つながりはどうなっているのか。 
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柳田商業観光

課長 

産業振興ビジョンの中で、狭山丘陵を一つの所沢の魅力として進めてい

こうと書かれていますけれども、そうした中では当然に鉄道は「骨」です

ので、協力体制をひいて何か一緒に進めていきましょうというような投げ

かけはこちらのほうからもしています。あわせて、ポイントとなるところ

の、買い物といったところが正に回遊性を高める上での仕掛けになってく

ると思いますので、聖地巡礼的な、例えばいろんなアニメのコンテンツを

掲げることで市内を回る、そういうスポットをつなぐというようなやり方

も一つあります。それ以外に、あそこに行けばこういうものが買える、あ

そこでしか買えない、とかいうことも含めて、つなぎあわせることが回遊

性を高めることになるのかなと感じています。 

 

城下委員 主導する所管についてはケースバイケースということだったが、非常に

所管が広いということと、つなぎあわせるということになると公共交通の

部分も関わってくるかなというところでは、ＫＡＤＯＫＡＷＡが２０２０

年に開業、そういう意味ではケースバイケースでその辺が対応できるの

か。全庁的な取り組みをする所管課をきちんと位置づける必要性について

はどういうふうに考えているのか。 

産業振興ビジョンの説明があったが、農、商、観光の大きな市の施策に

なるわけで、総合計画に横串を刺していくというところでは、その根拠と

なる条例制定などはどういうふうに考えているのか。産業振興条例といっ
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たことについても検討はしているのか。 

 

村松産業経済

部長 

主導する所管課についてのお話ですが、テーマといいますか、実際全部

が観光に紐付いて、観光を主導していくというスタンスで、それを軸とし

てやっていくのであれば、やはりそれは商業観光課のほうがリーダーシッ

プを取っていくべきものであると思いますけれども、観光というスタンス

とはまた別に、例えば地域の文化財を地元の人々の誇りに思うようなもの

として発信していくというようなスタンスの場合、ＰＲの方法や発信の仕

方も観光の視点とは変わってくると思います。そういう意味でいえば、例

えば観光として、インバウンドに特化してそこにいろいろなものをくっつ

けていくかとか、そういう形で総合的に観光を推進していくとすれば、観

光がリーダーシップを取っていくべきだと思います。今回ビジョンの中に

「観光を軸とした」と書いてありますように、観光をもとに発展させてい

く方向というのはありますので、観光の守備範囲は広いですが、ケースバ

イケースでやるべきものと考えております。 

第６次総合計画と産業振興ビジョンについては、ビジョンを総合計画に

反映させていくという形で考えておりますけれども、現時点でビジョンと

条例化とセットの議論とはなっておりません。 

 

大石委員 

 

２年後となるが、ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＦＯＲＥＳＴ構想における株式

会社ＫＡＤＯＫＡＷＡとの連携については、現在教育委員会としてどのよ
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うに調整が図られている段階か。 

 

木村文化財保

護担当参事 

経営企画部で調整を図っている中での会議等へは参加しております。こ

ちらの意見としては、ＫＡＤＯＫＡＷＡ側の施設の状況を確認しながら、

特にセキュリティの問題で、指定文化財や市の所蔵資料、絵画関係の資料

といったものが展示できるかどうかを状況によって判断させていただき

たいと考えております。そのほか、二次的なもので、文化財の写真、所沢

市内の移り変わりの写真パネルといったものは常時掲示したりすること

はできますので、そういったことは取り組まさせていただきたいと考えて

おります。現時点では、インフォメーション的な形での関わりは考えてい

ますが、状況によって判断させていただきたいという感じです。 

 

大石委員 図書館や生涯学習推進センターなど文化財以外のところで、教育委員会

としてＫＡＤＯＫＡＷＡと連携を図っていく取り組みは、今どのような、

協議みたいのがあれば答えていただきたい。 

 

美甘教育総務

部長 

ＫＡＤＯＫＡＷＡにおきましても図書館をつくるということで動いて

いますけれども、いわゆる公立の図書館というのは無償で本を提供すると

いう意味では、ＫＡＤＯＫＡＷＡが目指している図書館と具体的に一緒に

事業をやっていくというのは難しい部分もあります。しかしながら、ソフ

トの部分における連携というのは日々図書館側でもいろいろと考えてお
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りまして、現在、具体的に建物が形になってこないような状況もあります

ので、ソフトという部分の連携はこれからだというふうに考えておりま

す。例えばＫＡＤＯＫＡＷＡが持っているライトノベルの作家の方たちの

講演会を一緒にやっていくとか、いろいろな事業のイベントを合同でやっ

ていくような仕組みづくりや、簡単なところでは図書の返却ポストなども

設置していただきたいといった具体的なこともありますし、例えば図書の

取次ぎ事業なども御協力いただくとか、できることからまずお願いをして

いくような形を考えております。そして、これからソフトの部分について

は会話を重ねて、充実させていきたいというふうには考えております。 

 

大石委員  東所沢駅からサクラタウンに歩いて行く場所には、商店街がありませ

ん。東所沢には商店街が駅周辺にないので、株式会社ところざわサクラタ

ウンと一緒に連携して地域の発展をしていくためには、自治体よりは商業

団体がやったほうが良いと私は思う。街路灯をどういうふうに整備してい

こうとか、通りをどういうふうに人が通っていくかを、一緒に地元の人た

ちが考える。経済活動をしている人たちが自ら市民として一緒にチャンス

を掴んでいく、そのためには商店街があったほうが良いと私は思っている

が、ビジョンの中では既存の商店街についてはさまざま書かれているけれ

ども、サクラタウンに派生して地元の商店街をつくっていくような、その

ような考えを今しているかどうかを聞きたい。 
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柳田商業観光

課長 

委員のおっしゃるとおり、民の力で東所沢駅のエリアが盛り上がってく

ることは大変重要なことだと考えておりまして、ただ、つくり方として市

がつくるということが果たして良いのかという部分は現実あります。しか

しながら、こうしてサクラタウンができてこうした中身になってくるとい

うことが御説明できるようになったときには、人の往来の人数も明確に示

すことができますし、事業としても、商店街になることによって市の支援

が受けられるという説明をしていきたいと思います。商店街をつくること

におきましても、引っ張っていく、中心となるような方も必要になってこ

ようかと思いますので、そうした人材を発掘しながらそうした働きかけに

ついては市でもできるものと考えております。 

 

大石委員 ＫＡＤＯＫＡＷＡは書籍、雑誌やネットにも強い企業なので、日本中、

世界中に情報発信をしていると思うが、地元としてなるべく地元のこうい

った観光地めぐりを、ＫＡＤＯＫＡＷＡと共に、ＫＡＤＯＫＡＷＡの発信

力も活かしながらやっていくべきだというふうに思うが、現状での情報発

信、ＫＡＤＯＫＡＷＡとの連携についての打ち合わせ方を説明願いたい。 

 

柳田商業観光

課長 

情報発信につきましては、観光案内的雑誌の「Ｗａｌｋｅｒ」、そのＷ

ｅｂ版ですとか、様々な月ごとの情報誌をＫＡＤＯＫＡＷＡが持っていま

す。当然サクラタウンが出来る時期に合わせて、所沢の案内をする特集雑

誌のようなものを作りたいというようなことで、ＫＡＤＯＫＡＷＡの雑誌
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を作成する部門との話し合いを商業観光課のほうで今行っております。タ

イミングですとか中身のコンテンツですとか、そうしたものをどうするの

か、また費用負担、全てやっていただけるというものではないものもあり

ますので、そういうことも総合的に考えながら話し合いを今現在進めてい

るところです。 

 

大石委員 回遊性についても、ＫＡＤＯＫＡＷＡとは直接何かしているのか。ビジ

ョンにも日本農業遺産に認定された落ち葉掃きの体験みたいなものが書

かれているけれども、例えば、落ち葉掃き体験をしよう、みたいなツアー

とか、狭山丘陵を一緒に散策するツアーとか。ＫＡＤＯＫＡＷＡの会長は、

実際もう下富の農家に行かれて落ち葉掃きをやられたりとか、狭山丘陵を

歩いたりとかされているようだが、その辺の打ち合わせ方みたいなもの、

現状を御説明願いたい。 

 

柳田商業観光

課長 

所沢市内のそういった事業とのマッチアップみたいな部分については、

まだ具体的な話には及んでおりません。しかしながら、所沢にはどういう

資源があるの、どういう取り組みがあるの、という部分については、情報

提供はしております。あと、大きな意味での回遊性となると、一般社団法

人アニメツーリズム協会が、今後所沢を聖地巡礼の場所に選んでいただく

際には、全国から広い流れの中での回遊性の一つに所沢も入っていけるよ

うになると期待できるのかなという、そのようなところです。 
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大石委員 回遊性を広めていく中で、観光となると私は「食」が大切だと思うが、

まちなかに行ってみて回遊性を高めようというと飲食店というのは非常

に大切で、市民部の説明にあった「空飛ぶ音楽祭」では、まったりとした、

価値観を高めるようなイベントを行ってもらいましたが、そこでも３０台

ほど出ていたキッチンカーは地元所沢のものは２台だったという状況の

中、今地元の街は、こういう個人的な店舗を楽しみにしている方が多く、

ポートランドのようなといったテーマを掲げているけれども、価値観を大

切にした起業を支援すべきだと思うが、今後のアクションプランの中でそ

ういったことが入れられないかどうか聞きたい。回遊性を高めていくため

に、個店の魅力的な飲食店を増やしていくべきだと思うが、その辺の検討

方を答えてほしい。 

 

柳田商業観光

課長 

産業振興ビジョンの中の「食」に関する記述とアクションプランですが、

３－３－２の食を通じた新たな魅力の創出における、①食をテーマとした

イベント・取組の推進、②伝統的な食文化の発掘・ブランド化の推進とい

うところです。具体的には、今年度「ソラバル」という事業も飲食店の担

い手の方にバトンを渡した結果、やる気を含めて広がりを見せてきており

ますので、そうした個店の方のやる気を応援できるような体制は今後も引

き続き続けてまいりたいというふうに考えております。 
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平井委員 産業振興ビジョンについて、例えば、「観光客を意識した経営の実施状

況」の中で、「特に意識していない」が７０．４％、「今後は考えたい」

を合わせてほとんどが意識していないという回答が出ている。「集客力・

顧客吸引力に対する評価」もどちらともいえないということで、何となく

観光も意識していなかったし、集客力も評価されていないという中で、１

５歳以上の労働者の６割が転出、流出しているという記述もある。産業振

興ビジョン基本方針の一番目に「発展的なイノベーションの創出」、その

柱の一つに「企業誘致と新たな産業用地の創出」ということが書いてあり、

基本方針の二番目に「既存産業の活性化と新たな展開」とあるが、これは

全く逆ではないかと思っている。今所沢にあるものを活かして回廊をつく

るという話がいっぱい出ているのに、最初から企業誘致ありきでいいのか

なと。せっかく作る産業振興ビジョンであれば、所沢市に今あるものをい

かに活かして、そこから雇用を生み出して、足りないものを企業誘致する。

先に土地を創出して企業誘致をするというのは全く逆だと思うが、こうい

うことに関する議論はあったのか。 

今後そういったことのために会議を開くが、そこに参加する方たちがこ

れからすごく大事になるけれども、市内のどういった方を参加させようと

しているのか。 

 

青木産業振興

課長 

所沢の既存の企業を支援していくということは当然のことであり、それ

をしながら今、所沢に企業を持って行きたいという問い合わせや所沢にぜ
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ひ出たいというような要望が結構来ています。ただ、なかなか所沢に企業

を誘致できる場所がないということで、今都市計画課で産業用地の創出を

目指しており、まず受け皿をきちんとつくっていきたい、雇用を創出でき

る場所をつくっていきたいということを基本方針１で掲げたわけです。都

内に出て働くのではなく、地元で働いて、通勤時間をかけないで所沢で働

けるような場をつくっていきたいというのが基本方針１の考え方の中に

あります。 

 

村松産業経済

部長 

補足ですが、基本方針１において企業誘致ということでお話をさせてい

ただきましたが、産業振興課長が申し上げたとおりでもあるのですが、た

だここで述べているのは、必ずしも大企業を誘致するだけの話ではもちろ

んなくて、現在の企業立地支援条例では、既存の企業がそこで発展したり

拡張したりすることも応援していくという形になっておりまして、ビジョ

ンに書いてあります「土地利用見直し等による産業基盤の整備促進」の中

にも、市内の空き工場とかのデータベース化をしていって、より有効に使

っていこうという、そういう考え方があります。それから、まちなか未利

用スペースの活用というところでいきますと、先ほどありました職住近接

を進めるものになります。所沢市はずっとベッドタウンできたというとこ

ろもありますけれども、やはりこれからは、この基本理念にもありますよ

うに、「活力ある産業と豊かなくらしの融合でまちの魅力を飛躍させる 

ところざわ」を目指すということでございます。まちの中に、ここでいう
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未利用スペースというのはもちろん空き店舗もそうですし、空き事務所も

そうですし、あるいは使っていない空き地とか、そういったものも含めて

おります。今まで工業系の土地、例えば工業地域や準工業地域でしか工場

とかいうものはできないわけですけれども、産業用地ができるまで手をこ

まねいているわけではなく、事務所系とか本社機能とか、今我々ができる

こととしてそういう産業を活性化させていくためには、こうした取り組み

がぜひ必要です。それにはやはり地元の企業がより元気になっていくとい

うことが必要であると考えておりまして、決して基本方針２の「既存産業

の活性化と新たな展開」との関係で優劣がどうのということではありませ

ん。このビジョンでは、特に「まちなか未利用スペースの活用」といった、

職住近接を進める一つの新しい考え方を前に出すということでお示しさ

せていただいたものです。 

 

平井委員 産業振興会議についてはどうか。 

 

青木産業振興

課長 

推進体制のほうは、商工会議所工業部会や金融機関、商店街、農業団体

の方々など、実際に事業をやっている団体の代表者を集めて、作っていく

予定ではありますが、具体的な人選とかは決まっていません。 

 

平井委員 商工会議所と決めてしまうと、そこから抜けているところにももっと面

白いところがいっぱいあるので、そういうところを拾っていただきたいと
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いうこと。企業誘致も出たいからではなく、こちらでは何が必要かという

ことを主体的に所沢市が考えて、こういうものがないよねということで呼

び込む、それならばわかるが、来たい人は何でも来られ、だと所沢市の主

体性がなくなると思うので、気をつけてもらいたいと思ったこと。先ほど

空飛ぶ音楽祭は２日間で１０万人といった話があったが、ＫＡＤＯＫＡＷ

Ａは、最初３００万人呼び込む構想が２００万人になって今は７０万から

１００万人ちょっと。この間視察に行った姫路市の姫路城は、改修した年

には年間２７８万人ぐらいの来場者があったところが、次の年には２２８

万人でだんだん下がっている。世界遺産であれだけ有名で、やっと２２８

万人で年々下がっている状況を聞いてみて、ＫＡＤＯＫＡＷＡが７０万か

ら１５０万人という数字は、本当にどうなのかと。博物館構想も美術館構

想もホテルも全部規模が小さくなってこじんまりしている。それでもっ

て、リピーターが来るかどうかという点とあそこだけでは集客はできない

ので、皆さんが言っているように所沢市全体を回遊する形のものをつくっ

ていかないとＫＡＤＯＫＡＷＡも失敗してしまうし、膨大なＣＯＯＬ Ｊ

ＡＰＡＮ ＦＯＲＥＳＴ構想もだめになってしまうかなという危惧があ

るので、その辺のところはもうちょっとＫＡＤＯＫＡＷＡと十分に流れを

良くして中身を知らないと、ちょっと危険かなという感じもするので、も

っともっと密接な、情報提供をぜひお願いしたいということ。これらにつ

いて所見をお聞かせください。 
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柳田商業観光

課長 

ＫＡＤＯＫＡＷＡのコンテンツによって、おそらく所沢市に初めて来ら

れる方は結構多くなるだろうということは想定できます。その時に、所沢

の魅力、要は「所沢に来たら一日いないと足りないね」というような思い

を、イベントや観光拠点を充実させることで示すことができると、リピー

トにつながるのかと思います。あわせて、所沢だけで完結するのではなく、

場合によっては、狭山丘陵を含む東京都側ですとか、ムーミンができるメ

ッツァですとか、そういうダイア圏域も意識しながらこのエリア全体の魅

力を高めることで、所沢に初めて来られる方々がこのエリアの魅力を感じ

ていただけるのかなと、そのような取り組みを進めたいというふうに考え

ております。 

 

亀山委員 観光客一人当たりの消費額が９１２円ということで、埼玉県の平均や、

入間市等よりも低い。消費額をどのように上げていくか、あるいは目標値

を考えているのかも含め、伺いたい。 

 

柳田商業観光

課長 

観光客が主に消費する内容は、宿泊、食事、体験型遊び、土産品の購入

等といわれておりますが、金額的には圧倒的に宿泊施設が多くある所の一

人当たりの消費額は全国的にも高い傾向があります。本市の場合は、宿泊

施設は株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡのサクラタウンにも設けられますが、宿

泊施設の量としては多くはありませんので、宿泊の部分で消費額を増やす

ことは難しいかと考えます。今後考える部分としては、魅力的な所沢らし
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い食事を提供する元気なお店が増えること、それから現在産業振興課で進

めている新たなブランド品の取り組みから、所沢らしい土産品の開発が進

められるといいのかと考えます。主には食の部分と土産品の商品開発を進

めながら、販売できる流通を広げていくことが重要かと考えます。 

 

亀山委員 お茶に関する海外視察を行ったと思うが、その状況と今後についてお伺

いしたい。 

 

三枝農業振興

課長 

抹茶に関して、今年度、県が茶業試験場に１億５,０００万円ほどかけ、

製造機械を導入することになっており、今後埼玉県も一番茶だけではなく

２番茶、３番茶の推進を図り、抹茶の普及を考えているところです。また、

茶生産者に関しても、リーフ茶だけでなくパウダー茶の必要性を考えてい

る方もいらっしゃるので、そういった流れに少しずつなってくるものと考

えます。また、海外視察に関しては、７月にフランスへ１週間ほど行かせ

ていただきました。帰国後、視察に同行した茶生産者６軒と４、５回ほど

会議を開いており、来年度に向け、現地でお世話になったコンサルタント

の方と密に連絡をとり、フランスでどのように展開していくのか、また、

お茶の検査機関であるユーロフィンにて、農薬の成分も検査したところで

す。今後フランスで安心・安全な狭山茶を出せるような体制を整えるた

め、来年度は、農薬の使用方法や種類などを変え、試験的に、生産に当た

り、フランスの基準に適合した形に徐々に進めているところです。パッケ
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ージのデザインも、現在協議をしており、インバウンドを含めた中で、所

沢茶として販売していこうと考えております。 

 

城下委員 狭山市ではホンダ狭山工場が撤退、飯能市では新電元工業株式会社が撤

退するということで、大きな企業に依存していくと、食事をするところ等

やいろいろなところに影響が出てくると考えられる。ＣＯＯＬ ＪＡＰＡ

Ｎ ＦＯＲＥＳＴ構想そのものが総合戦略のトップに位置づけられてい

るが、それを主とした計画になるとどうしてもこういった産業振興ビジョ

ンになるが、だからこそ地域の企業や商店街をもっと活性化させるという

必要がある。株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡも民間企業であり、規模もだんだ

ん縮小しているので、心配している。活性化の視点に立つと、先ほど企業

立地支援条例でも支援しているということだったが、自立型の雇用創出

や、産業の発展という視点での議論があまりよく見えてこないという印象

を持った。問題意識としてはどのような部分を共通認識しているのか伺い

たい。 

 

村松産業経済

部長 

企業立地支援条例ですが、製造業が中心でございます。そういった意味

では、実際に活用していただいているケースを見ても、中小企業の皆様に

事業拡張の際に多くご利用いただいております。それから、自立型という

お話ですが、もちろん市内の事業者の支援が大前提にありまして、そこに

新たな産業や企業を導入したり起業を進めたりという展開が必要である
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ということなので、決して既存の産業をないがしろにするということはあ

りませんので、その辺はご理解いただければと思います。 

 

城下委員 企業立地支援条例は、運搬は入っておらず、あくまでも物づくりの部分

だけなのか。 

 

村松産業経済

部長 

 

 運輸業は入っておりません。 

吉村委員 株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡの関係で、大変広いオフィスができる予定

で、ベンチャーや新しい企業を誘致するフロアになると思うのだが、１１

０メートルと８０メートルという巨大なフロアにさまざまな企業を誘致

したり、ベンチャー企業を応援するという意味では、産業経済部の東側に

特化した出張所やサービスコーナーのようなものが将来的に必要なので

はないか。松郷工業団地の整備拡大、それからインターチェンジ周辺の土

地利用の転換を図って企業誘致をしていくという意味では、本庁舎まで来

る手間が省けるので、東のほうでいろいろなサービスが受けられるような

窓口が一つあった方がいいのではないかと考える。また、市の施設ではな

いが航空記念公園があるということは、さまざまなイベントを行うことが

でき、所沢市にとっては有益である。しかし、特に土曜、日曜は駐車場に

駐車できない車が並んでいる。また、ミューズで大きな催しがあるときに、
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大型の観光バスを停める場所が周辺になく、財務局の持っている場所を一

時的に借りている状況である。観光にしても、さまざまなインバウンドを

呼び込むためのインフラを整備しておく必要があるのではないかという

ことについても伺いたい。 

 

青木産業振興

課長 

まず、１点目について、確かにＫＡＤＯＫＡＷＡができたり、松郷工業

団地、インター周辺等、東部に産業系の企業が多く立地をしていくことが

予想されますが、今のところサービスコーナーの設置までは考えてはおり

ません。 

 

吉田文化芸術

振興課長 

駐車場の確保については、非常に悩ましい問題として捉えています。イ

ベント開催時には、国有地の借用でカバーしていた部分もありましたが、

警察署の建て替えにより借用できる場所が半分くらいになってしまいま

した。それ以外のところでは、官公庁の駐車場を一時的に土日に借りて補

っている部分もございます。ただし、この状況で駐車場の必要数を満たし

ているわけではありませんので、現在、集客が多く見込まれる事業のとき

には、なるべく公共交通機関をお使いくださいというアナウンスをさせて

いただいています。今後、公園の活用については積極的に図っていくつも

りですが、やはり県の施設ですので、駐車場の確保も含めて利用の仕方の

改善を求めていくことを考えています。 
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島田委員 空フェスについて、お尋ねします。すごくコンセプトもよかったと思う

のですが、実施して、見えてきた今後の課題や改善点があったら教えてほ

しい。また、「ｂｅｙｏｎｄ２０２０」についても説明もお願いしたい。 

 

吉田文化芸術

振興課長 

「ｂｅｙｏｎｄ２０２０」に先立ちまして「文化プログラム」について

ですが、東京オリンピック・パラリンピックには、スポーツの祭典という

意味だけではなく、文化の祭典としての意味もあるということで、前年の

プレ・イヤーを中心に文化の事業を積極的に実施して、スポーツの振興だ

けでなく、日本の文化を伝えるよい機会にするということで、国が認定し、

ロゴマーク等を使用してＰＲしていける制度です。「ｂｅｙｏｎｄ２０２

０」については、以前に一般質問でもありましたが、実施主体の枠をより

広げた形で認めていただけるシステムです。「文化プログラム」は、国や

会場となる自治体、スポンサー企業という縛りの中で実施する文化施策に

ついて認めていただくシステムで、市民による実行委員会やスポンサーで

はない民間企業が関わる場合には、「ｂｅｙｏｎｄ２０２０」として認め

ていただくシステムとなっております。今回の空飛ぶ音楽祭は、「ｂｅｙ

ｏｎｄ２０２０」でお認めいただきました。また、今年の秋に民間の団体

がミューズを使って実施した「ところざわ太鼓祭り」も、「ｂｅｙｏｎｄ

２０２０」に認定されています。文化的なアプローチをして、外国の方を

含め、老若男女どなたにも楽しんでいただけるものについては、今後も認

定をいただけることとなっています。 
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空フェスにつきましては、今までに行ってきた航空記念公園やミューズ

でのイベントとは趣を変えることができたという成果がございます。アマ

チュアの登竜門的なイメージから発想されたのですが、所沢ゆかりのアー

ティストも加わって、プロアマ混在したような形で、有料エリア、無料エ

リアという分け方をして、それぞれ活況を呈することができました。音楽

というツール以外のことも含めて提示したので、公園の中を回遊しながら

楽しんでいただいたり、実際にテントを張って寝転んだりという今までに

ないイベントとなり、この経験を今後に生かしていきたいと考えていま

す。 

 

島田委員 先ほど、産業経済部の説明で空き店舗の活用やまちなか未利用地の活用

の話があったが、例えば、音楽と結びつけると、今回は航空公園で実施さ

れたが、音楽はライブハウスで行うということが多いと思うが、視点を変

えて、産業経済部のイメージとは違うかもしれないが、文化芸術振興とリ

ンクした形での新しい考えがあるか。 

 

吉田文化芸術

振興課長 

議員のおっしゃるとおり、まちづくりセンターのホール等、恵まれてい

る状況である所沢市においても、文化サークルや団体が活動の場を確保で

きないということで、相談を受けるケースがあります。そうしたなかで、

空き店舗や空き家の利用について、何とか有効活用できないかということ

で考えてはおります。今回のビジョンにもこうした可能性を例示しており
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まして、例えば、ネオ歌声喫茶や、アーティスト・イン・レジデンスのよ

うな若手のアーティストがそこに住んで作品を完成させていくといった

ものも可能ではないかということを提案してはいます。しかしながら、実

際に行うとなると、周辺住民のことやその間の維持管理はどうするのかと

いう問題も出てくるので、今後、視察などを通じていろいろと検討をしな

がら、可能性を追及していくことになると思います。 

 

大石委員 地域の自治会や住民の方との連携についてお聞きしたいのですが、ＫＡ

ＤＯＫＡＷＡのサクラタウンのオープンに向けて、経営企画部や議会でも

情報交換を行っているのですが、今、現在、市民部としてどのように捉え

ているのか。また、松井地区や柳瀬地区にまたがる周辺であるので、その

辺の連携については、どのような窓口となっているのか。 

台湾を含めた中国の方を呼び込みたいといっているので、外国人の方が

増えていきます。オープンまであと２年数か月であるので、そういったこ

とを地元の方と協議されているのか。どういう段階であるのか。 

 

鈴木市民部長 １つ目が、地域コミュニティ、住民との関連、いわゆるＣＪＦに関連し

てですが、先だって、角川歴彦会長が来たときの会議に出席した中では、

地元の自治会への説明を行ったということでした。基本的には、地域住民

に対しては、段階的な情報にとどまらず、公表できるレベルであれば、事

業の全体像について積極的にＰＲし、情報を浸透させることは大切だと思
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っています。地域コミュニティとの関係で申し上げると、松井、柳瀬の両

まちづくりセンターでは、この問題を地域の大きな資源であるという理解

のもとに、既成の紹介ビデオであるとかパンフレット類は積極的にコーナ

ーを設けて置いています。かなり関心を持たれていると伺っています。 

次に、文化的に海外の、ニューカマーといいますか、新しく文化という

か産業も含めた所沢資源を求めて来る方たちに対してということですが、

一番肝心なこととして感じているのは、「相手が何を望んでいるのか」を

的確に把握するということです。こちらの期待すること以上に、「相手が

何を求めてくるのか」ということに少し思い至らせるということは大切か

な、と。例えば情報の取り方にしても、入手できる環境を用意した上で、

そういう人たちが何を求めて所沢、地域に来るのかをリサーチし、それを

提供していくということが大切なポイントだと感じています。文化創造会

議の中でも、いろいろと提案というかアプローチをしているところもあっ

たわけで、そのことも大切にしながらその辺から広げていければいいと思

っています。 

 

大石委員 先ほどの企業用地の創出の部分ですが、特に三ケ島工業団地はある程度

進んでいますが、インター周辺はさほど進んでいないと感じています。た

だし、松郷工業団地周辺は、先んじてやっていく方向性だと思いますが、

今後の進め方についてのスケジュールや取り組み状況はどうか。 
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青木産業振興

課長 

特に松郷工業団地周辺は、都市マスで産業用地の創出を目指すというこ

と明記しており、２０２０年にＫＡＤＯＫＡＷＡが来ますので、それに合

わせて関連する企業も所沢を目指してやってくる可能性があります。そう

いったことも対応できるように、現在、街づくり計画部との協議をしてい

るところです。 

 

大石委員 確認ですが、三ケ島などは道路が開通しているので、道路周辺の所有者

の方々といろいろ連携を図るきっかけがあるが、東川の松郷工業団地周辺

の地権者との方々との連携はどのように進めているのか。 

 

青木産業振興

課長 

松郷工業団地周辺の地権者に対しては、街づくり計画部の土地利用推進

室でそういった会合を持っておりまして、産業経済部は出ておりません。 

 

城下委員 先ほどの説明の中で、ＫＡＤＯＫＡＷＡの総事業費約４００億円の２

５％以上を地元にということでしたが、２５％を単純計算すると１００億

円ということになるが、これは工事までの間の２５％なのか、工事後も４

００億円の２５％を地域に仕事を作っていくということでよいか。 

 

青木産業振興

課長 

建設事業費が約４００億円で、それの２５％以上を地元企業に発注する

ということです。建設事業費で約１００億円以上ということで進めていま

す。建設工事費以外で事務用品や燃料費については、地元企業を１００％
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使うというふうに取り組んでいただいています。平成３２年の施設の完成

後、ビルメンテナンスや警備、宅配事業、植栽管理などにつきましても、

地元企業を活用するという提案をいただいていますので、そのように進め

ていただくようお願いをしているところです。 

 

 【質疑終結】 

 （執行部退室） 

 

 （２）その他について 

中村委員長 特別委員会と一般質問のあり方については、良識に任せることとなって

いるため、ご配慮いただくようお願いします。 

 

 散  会（午後３時２８分） 

  

 

 


